
2016年度 

日本薬剤疫学会 チュートリアル 

 

 

詳細は、日本薬剤疫学会ホームページ（http://www.jspe.jp）をご覧ください。 

ご案内 

日本薬剤疫学会が、その活動の一環として、薬剤疫学

の文献を批判的に読み、理解する力を身に着けていただ

くことを目的として実施します。 

文献を読むうえで必要な薬剤疫学の基礎的な講義、文

献の解説の後、小グループに分かれてディスカッションを行

います。文献は予め各参加者に配布されます。 

 

講師 

NPO 日本医薬品安全性研究ユニット 

理事長            久保田 潔 

プロジェクトマネージャー 上島 有加里 

東京理科大学薬学部         講師 佐藤 嗣道 

日本大学薬学部          准教授  大場 延浩 

主催：日本薬剤疫学会 

参加費 

[事前登録] 

事前登録締め切り：2017年 1月 18日（水）（必着） 

 会員 非会員 

企業： 5,000円 7,500円 

アカデミア等*： 2,000円 3,000円 

学生： 1,000円 2,000円 

＊アカデミア等：大学・医療関係者・官公庁など 

 [当日受付] 

 会員 非会員 

企業： 6,000円 9,000円 

アカデミア等*： 2,500円 4,000円 

学生： 1,500円 2500 円 

＊アカデミア等：大学・医療関係者・官公庁など 

 

参加申し込み先 
参加申込書に必要事項をご記入の上、下記事務局まで E-Mail または FAX にてお申し込みください。 

「日本薬剤疫学会 チュートリアル」 事務局 

〒113-0034 東京都文京区湯島 1-2-13-4F NPO 日本医薬品安全性研究ユニット内 

TEL：03-5297-5860 FAX：03-5297-5890 E-Mail：dsruj-adm@umin.ac.jp 

*E-mailでお申し込みの際は、件名を「チュートリアル参加登録」としてください 

2017年 1月 28日（土） 

10：00～17：00 

東京大学本郷キャンパス 

医学部教育研究棟２階セミナー室 

薬剤疫学の基礎と 
文献の批判的吟味・グループ討論 
 

文献 

コホート研究：Pioglitazone use and risk of bladder cancer: population based cohort study. 

Marco Tuccori et al. BMJ 2016;352:i1541 | doi: 10.1136/bmj.i1541. 

症例対照研究：Risk of acute liver injury associated with use of antibiotics. Comparative cohort and 

nested case–control studies using two primary care databases in Europe. 

Ruth Braueret al. Pharmacoepidemiology and drug safety 2016; 25 (Suppl. 1): 29–38. 



会場のご案内 
 
東京大学本郷キャンパス 医学部教育研究棟 2 階 セミナー室 

〒113-8654 東京都文京区本郷 7 丁目 3－1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学本郷キャンパス構内 

会場：医学部教育研究棟 2F セミナー室

地下鉄 

東京メトロ 丸ノ内線 

都営大江⼾線 

「本郷三丁目駅」下⾞徒歩 10 分 

赤門または龍岡門より⼊る 

東京大学本郷キャンパスへのアクセス 




